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環境にやさしいインクを
使用しています

基本料金 超　過　料　金
水　量 金　額 水　量

１㎥あたり 金　額

水
道
料
金

普通用 12㎥以下 1,580円

13 ～  20㎥
21 ～  40㎥
41 ～  60㎥
61 ～  80㎥
81 ～ 100㎥

101 ～ 200㎥
201㎥～

128円
155円
170円
215円
220円
230円
255円

浴場用 200㎥以下 12,700円 201㎥～ 85円
臨時用 20㎥以下 7,660円 21㎥～ 520円

下
水
道
使
用
料

普通用 16㎥以下 1,400円

17 ～  20㎥
21 ～  40㎥
41 ～  60㎥
61 ～ 100㎥

101㎥～

100円
140円
142円
143円
146円

浴場用 1㎥あたり 30円

区分

用途別

口径 13mm 20mm 25mm 30mm 40mm 50mm 75mm 100mm 125mm 150mm
使用料 100円 200円 300円 400円 500円 2,400円 3,000円 4,000円 5,000円 7,000円

水道料金及び下水道使用料を改定します
　八幡市の水道料金は、平成10年10月の改定以後19年間据え置いてきましたが、水道料金収入の減少や受水費の値上が
り等により、平成25年度から水道事業会計では赤字が続いています。
　現在の状況や八幡市水道事業経営懇談会からの答申を踏まえ、水道料金を平成30年4月から平均で16.7%引き上げる
改定を行います。市民の皆様につきましてはご理解とご協力をいただきますようお願いいたします。
　なお、下水道使用料については、城南衛生管理組合が汲み取り便所から収集したし尿等について、平成30年度から公共
下水道で処理する方法に変更することで、収益の増加が見込めるため、平均で3.1%の引き下げを行います。

上下水道料金（2ヶ月あたり・税抜）

メーター使用料（2ヶ月あたり・税込）

改定後の料金（普通用）の算出方法は次のとおりです。
例：メーター口径20㎜で2ヵ月あたり40㎥使用した場合

水道料金
　　基本料金　 0～12㎥			   1,580円
　　超過料金　13～20㎥	 128円×8㎥	 ＝	 1,024円
　　超過料金　21～40㎥　155円×20㎥	 ＝	 3,100円
　　（1,580円＋1,024円＋3,100円）×1.08	＝	 6,160円
メーター使用料			   200円
下水道使用料
　　基本料金　 0～16㎥			   1,400円
　　超過料金　17～20㎥	 100円×4㎥	 ＝	 400円
　　超過料金　21～40㎥	 140円×20㎥	 ＝	 2,800円
　　（1,400円＋400円＋2,800円）×1.08	 ＝	 4,968円

合計　　　　　6,160円＋200円＋4,968円	＝	11,328円

※普通用は、集合住宅用料金を含みます。
※共用用途は、普通用に統合となります。
※下水道使用料の浴場用の改定はありません。

※メーター使用料の改定はありません。 

イラスト引用：
水道PRパッケージ

◆改定後料金比較の例（普通用・消費税込・口径20mm）
使用水量 40㎥
（2ヶ月） 改定前 改定後 差　額
水道料金 5,184 円 6,160 円 976 円

メーター使用料 200 円 200 円 0 円
下水道使用料 5,162 円 4,968 円 -194 円

合　計 10,546 円 11,328 円 782 円

・水道料金収入の減少
　節水機器の普及や世帯構成の変化により、一世帯が使用する水道の使用量は年々減少しています。そのため、水道料金収入が減
少しており、平成25年度から毎年赤字を計上しています。将来的には人口の減少が進むため、水道料金収入はさらに減少していく
ものと見込まれます。

・老朽化対策や耐震化にかかる経費
　水道の安定供給のためには、水道施設の維持管理や老朽管等の更新、耐震化に係る費用が必要です。現在の状況が続けば、赤字が
累積し続け、平成35年度には資金がなくなり、水道施設や水道管の維持管理や更新ができなくなります。そうなれば、漏水事故のリ
スクが高くなり、断水が発生する等水道の供給に支障をきたします。また、地震等への備えも十分に行うことができなくなります。

・京都府営水道からの受水費
　八幡市では、市内で使用されている水の約半分を京都府営水道から受水し、受水費として京都府に支払っています。府営水道の
受水費については、平成28年度に単価が改正され、八幡市では年間で約3,000万円の負担増加となりました。

●水道料金改定の背景

●改定後の水道料金及び下水道使用料（平成30年4月使用分から）



〈2〉

　有収水量（各家庭や事業所等で使用される水量の合計）は年々減少傾向にあり、平成10年度の8,237千㎥に対し、平成28年度は7,404千㎥で、
10.1%減少しています。そのため、給水収益（水道料金による収入）は平成11年度の12億3,089万円に対し、平成28年度は10億6,924万円となり、1億
6,165万円（割合にして13.1%）減少しています。なお、前回の料金改定は平成10年10月に行っているため、平成11年度は給水収益が増加しています
が、それ以降は減少が続いています。＜図１＞
　平成10年度と平成28年度の費用を比較すると、人件費については業務の合理化や民間委託等により削減を進め、経営努力を行ってきましたが、受
水費や減価償却費（水道施設の更新や耐震化に伴い必要となる費用）の増加により、費用全体としては増加傾向にあります。＜図２＞　なお、平成28
年度については、これまでに積み立てた修繕引当金を7,557万円取り崩し、修繕費に充てることで費用を抑制しておりますが、それでも当年度純損
失（赤字）が発生している状況です。

　学識経験者や各種団体、市民代表等の委員で構成される水道事業経営懇談会において、今後の水道事業経営について審議がなされました。
その結果、水道料金の改定を中心とした答申をいただいています。

＜答申の概要＞
・�現在の経営状況では水道事業経営を続けていくことは困難であり、平成30年度から17%程度の水道料金値上げ改定が必要である。

・�八幡市の水道料金は近隣と比較しても逓増度が高く（基本料金が極端に安く、超過料金が高い）、使用水量により単価の差が大きい。水道
事業に係る経費の性質や、負担の公平性の観点等から、今回の改定は基本料金に重点を置いて行うべきである。

・�水道の安定的・継続的な供給のために、施設の更新や維持管理を適切に行っていくとともに、地震等の災害に対して備えることも必要で
あり、そのために安定した財源の確保が求められる。料金改定については市民への十分な周知を行い、今後も経営の効率化に努めていく
べきである。

老朽化による漏水事故

漏水で道路に水があふれている様子

老朽化により水道管に穴が開いている様子

＜図１＞給水収益（水道料金収入）及び有収水量（使用水量の合計）の推移
　　　　　　　　　　　（平成10年度から平成28年度まで）

＜図２＞水道事業にかかる費用の推移

現行料金で改定を行わない場合の将来見通し
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毎年約1億2,200万円　
未処理欠損金（累積赤字）が増加

平成28年度に未処理欠損金
（累積赤字）が発生

現金預金（資金）

未処分利益剰余金・未処理欠損金
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会計基準変更
による増加分
8,484万円含む
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7,557万円
取崩あり
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平成10年10月より料金改定

平成11年度と平成28年度で比較
給水収益 1億 6,165万円減少給水収益

（水道料金収入）
給水収益

（水道料金収入）

●八幡市水道事業経営懇談会
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平成28年度下水道事業会計決算状況平成28年度水道事業会計決算状況

　水道事業の平成28年度収益的収支は、前年度と比べて給水収益が増
加したこと等により収入は増額となりましたが、府営水道の単価改定
等による受水費の増加や科手浄水場跡地の売却による資産減耗費の増
加等により、1億584万円の当年度純損失（赤字）となりました。（図
１）
　その結果、平成28年度末で9,083万円の未処理欠損金（累積赤字）が
発生しています。
　資本的収支では、平成28から29年度にかけての継続事業である美
濃山浄水場汚泥脱水処理設備更新工事等を行ったほか、男山長沢地区
等の老朽配水管布設替工事や府営水受水管布設工事等を行い、総延長
2,325.5ｍの水道管を整備しました。（図２）

　平成28年度末の耐震化率は、配水池で約97％、水道管で約23％（耐
震適合率）です。また、浄水場や受水場については耐震化が完了してい
ます。八幡市では昭和35年の給水開始後約58年を経過し、更新の時期
にあたる管路が増えています。老朽化した水道管は、耐震化を兼ねて布
設替工事を行っていますが、管路の耐震化や更新には多大な費用と時
間を要します。今後も継続して安全な水をお届けするために、計画的に
工事を行っていきます。

　下水道事業の平成28年度収益的収支は、前年度と比べて管きょ等の
維持管理費や減価償却費及び資産減耗費が増加となりましたが、下水
道使用料の増収等により収入は増額となり、1,781万円の当年度純利
益（黒字）となりました。（図３）
　資本的収支では、未普及地区解消のため、南山地区及び焼木地区にお
いて整備を行ったほか、新設道路整備にあわせて、内里地区及び美濃山
地区でも整備を行いました。大雨による浸水対策としては、あさかぜ公
園雨水地下貯留施設準備工事を行い、本工事については平成29年度完
了予定です。男山・西山地区では、改築更新工事を引き続き行い、総延長
1,036.9ｍの下水道管を更新しました。地震対策としては、八幡・川口
地区において、下水道管きょ等の耐震化工事を行いました。（図４）

　近年集中豪雨
等によって発生
し て い る 浸 水
被害を軽減する
対策として、八
幡軸地内にある
南ヶ丘児童セン
ター北側のあさ
かぜ公園で平成
28年 度 よ り 雨
水地下貯留施設
設置工事を行っ

ています。この雨水地下貯留施設の容量は4,400㎥で、小学校の一般的
な25ｍプールの約12個分の雨水を貯めることができます。
　写真は、平成29年10月時点の施工状況で公園を掘削後、雨水を貯め
るためのコンクリートブロックを設置している状況です。工事の完了
後は従来通り公園として利用することができます。
　なお、八幡市消防署の横にある市民防災広場についても今年度から
容量が3,100㎥の雨水地下貯留施設を2箇年かけ設置します。

上水道の耐震化について あさかぜ公園雨水地下貯留施設の
� 整備状況について

安全で安心な上下水道事業を推進します

耐震適合率
約23％

水道管の耐震化状況配水池の耐震化状況

耐震管
41,429m
約15%

耐震管
41,429m
約15%

耐震適合管
23,469m
約8% 

耐震適合管
23,469m
約8% 

非耐震管
219,228m
約 77% 

非耐震管
219,228m
約 77% 

総延長
284,126m

未耐震化
960㎥
約3％ 

未耐震化
960㎥
約3％ 

耐震化済
28,948 ㎥
約97% 

耐震化済
28,948 ㎥
約97% 

総容量
29,908㎥

当年度純損失
10,584

内部留保資金等

資本的収支不足分
36,593

工事負担金等
4,921

建設改良費
39,319

企業債償還金
15,605

企業債
13,410

支出
54,924

収入
18,331

減価償却費等 53,100 から、
長期前受金戻入 9,917 を除く

（単位・万円、税抜）

収益的収支 ＜図１＞
（水道事業を運営するために要した経費と財源）

（単位・万円、税込）

資本的収支 ＜図２＞
（水道施設を作るために要した経費と財源）

収入
135,054

支出
145,638

人件費
18,288

受水費
42,788

維持管理費
23,363

減価償却費等
53,100

支払利息
7,688

その他支出
411

給水収益
（水道料金収入）

106,923

その他収入
18,214

長期前受金戻入
9,917

（単位・万円、税抜）

収益的収支 ＜図３＞
（下水道事業を運営するために要した経費と財源）

（単位・万円、税込）

内部留保資金等

減価償却費等 84,871 から、
長期前受金戻入 43,210 を除く

資本的収支 ＜図４＞
（下水道施設を作るために要した経費と財源）

支出
163,671

収入
165,452

当年度純利益
1,781

その他支出
556

支払利息
15,351

減価償却費等
84,871

維持管理費
16,755

下水道
使用料収入
102,046

国庫補助金
30

府補助金
29

市繰入金
18,710

長期前受金戻入
43,210

その他収入
1,427

人件費
4,590

汚水処理等に
係る分担金
41,548

純利益は、翌年度以降の
下水道事業の運営費用に
使います。

資本的収支不足分
35,496

企業債償還金
54,321

支出
93,574

下水道施設
更新費用等
39,253

企業債
19,610

国庫補助金
6,773

市出資金
21,365

収入
58,078

負担金等
9,736

固定資産売却代金
594
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環境にやさしいインクを
使用しています

　気温がマイナス4度以下の厳しい寒さになると防寒の不完全な水道管内では、水が凍
り、破裂する可能性があります。凍結は屋外に配管された次のようなところで多く発生
します。
・管が露出しているところ　・風あたりの強いところ
　○防寒対策としては

保温材を管に巻きつけ保温材自体が
水に濡れないように上からビニール
テープ等でしっかり巻いてください。

　○水道管が破裂したら
メーターボックス内にある元栓（止水
栓）を閉めてください。それから八幡
市指定給水装置工事事業者へ修理をご依頼ください。（八幡市指定給水装置工事事
業者は、市ホームページを参照いただくか、上水道課までお問い合わせください。）

○水洗トイレに流してはいけないもの
　水に溶けないティッシュ、キッチンペーパー、オムツ、生理用
品等の水に溶けないもの
　→排水管の詰りの原因となります。

○台所に流してはいけないもの
　野菜くず、残飯、食用油
　→排水管の詰りの原因となります。

○公共マスに流してはいけないもの
　灯油、ガソリン、シンナー、自動車の廃油
　→排水管内で爆発を起こし非常に危険です。

　マンホールや公共汚水マスから、汚水があふれている場合は、
すぐに下水道課にご連絡ください。

●防臭マス清掃のお願い
　防臭マスには構造上、台所から
の油や風呂・洗面からの毛髪等を
溜める構造になっているものが
あります。２ヵ月に１回程度、蓋
を開け、油分やごみ等を取り出し
清掃をしてください。取り出した
ごみは、燃やすごみとして出して
ください。

　下水道施設は、市が管理する部分と個人が管理する部分に分
かれていて、個人が管理する部分を排水設備といいます。また、
下水道管には汚水管と雨水管があり、八幡市は分流式という方
式で、汚水と雨水を別々に排水しています。

ビ
ニ
ー
ル
テ
ー
プ
を
巻
い

て
濡
れ
な
い
よ
う
に
す
る

保
温
材
を
管
に
巻
き
つ
け
る

水
道
管

　毎年開催していました「美濃山浄
水場施設公開」については、平成29年
度をもって終了しました。今後施設の
見学を希望される場
合は、美濃山浄水場に
ご相談ください。

八幡市上下水道部美濃山浄水場
電話 075-981-3255
または FAX 075-981-0183

申込・お問い合わせ

美濃山浄水場
施設見学について

宅内マス 宅内マス 宅内マス
汚水管 雨水管

公共汚水マス

排水設備（個人が維持管理） 公共下水道（市が維持管理）
油分・
ごみ等

防臭マス

油分等

ごみ等

下水道のトラブルを未然に防ぐために下水道の維持管理について

　八幡市では平成25年度より計画的に鉛製給水管の取替事業を行っており、皆様のご協力により、対象者に対するご案内及び工
事が平成29年度をもって完了する予定です。なお、事情により鉛製給水管が残存している箇所において、漏水が発生した場合等
には、引き続き個別に対応させていただきますのでよろしくお願いいたします。また、承諾書をご提出いただいている方でまだ
工事が完了していない方については、今年度中に工事を実施します。

鉛製給水管取替事業の終了について

　無料で「水道の水質を検査する」「下水の排水管を点検する」などと言い、浄水器の購入や排水管清掃作業の高額な契約をして
しまうといったトラブルが増えています。市役所の委託を受けているかのように訪問する場合もありますのでご注意ください。
　不審な訪問業者に対しては、「身分証の提示を求める」、「その場ですぐに契約や支払いをしない」、「強引な場合は、警察に通報する」等の
対応が考えられます。契約に関するトラブルについては八幡市生活情報センター（075-983-8400）へ相談してください。

悪質な訪問業者にご注意ください！

水道管の凍結に
ご注意ください


